
‘
’
。
四
こ
Ｉ
…

治
広
琶
４
屯

’
こ
こ

新
て
コ

１／９

賢
１
瀧昭
く

号Ｑ
り

5 6第

社会教育活動の拠点
゛一一一一一一一いＳ一一

｀
一

小倉公民館が9日オープン

ｅｅ
゛

地
域
住
民
の
連
帯
の
場
に

宇
治
市
小
倉
公
民
館
が
、
９

一
月
９
日
に
開
館
し
軍
ｙ
。
地
元

一
住
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は

一
待
望
の
オ
ー
プ
ン
。
老
朽
化
し

…
。
…
：
…
。
…
：
…
。
…
Ｊ
。

開
設
し
た
も
の
で
ｙ
。
地
域
の
一

文
化
を
支
え
、
暮
ら
し
を
高
め
Ｉ

る
い
ろ
い
ろ
埋
学
習
や
活
動
が

で
き
る
社
会
教
育
活
動
の
拠
点

一
た
小
倉
公
民
分
館
夕
廃
止
し
、
と
し
て
、
住
民
の
み
な
1
H
か

罵
ｔ
に
混
貧
讐
し
ｔ
扁
待
哀
ｔ
い
孚
。
一

゛1
1
1
1
自
自
ｓ
－
1
6
1
1
1
9
1
1
1
1
－
6
1
1
e
S
I
－
ｌ
ａ
ｌ

｀

Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
自
Ｉ
－
Ｓ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ

宇
治
市
小
倉
公
民
館
の
開
館
に

よ
っ
て
、
地
区
公
民
館
と
し
て
は
。

宇
治
市
木
幡
公
民
館
（
今
年
五
月

オ
ー
プ
ン
）
に
つ
づ
き
、
二
館
目

と
な
り
、
中
宇
治
の
宇
治
市
公
民

館
（
市
民
会
館
と
併
設
）
を
含
め

て
三
公
民
館
と
な
り
未
了
。

市
で
は
、
昭
和
邸
十
年
に
公
民

ＩＪ倉い
｛

セ作Ｊ

館
網
の
整
備
・
充

実
計
画
か
栄
定
。

以
来
、
計
画
の
実

現
に
努
力
し
て
き

ま
レ
だ
。
采
年
に

は
、
南
宇
治
方
面

に
第
ａ
号
地
区
館

の
建
設
ね
予
定
さ

れ
て
お
り
、
公
民

館
の
充
実
が
一
段

と
具
体
化
し
て
き

ま
し
た
。

公
民
館
は
、
市

民
一
人
び
と
り
の

夢
阿
を
高
め
る

学
習
か
冦
め
、
地

域
の
文
化
を
守
り

伝
承
し
、
育
Ｍ
-
-

い
く
喫
尤
さ

ら
に
、
市
民
相
互

の
連
帯
夕
深
め
、
社
会
教
育
ｔ
ｙ

す
め
る
施
設
で
す
。

小
倉
公
民
館
で
も
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
生
活
に
根
β
訟
諌
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
こ
も
に
、

降
誕
の
自
恚
異
勤
の
場
と
し
て
、

気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
り
箕
昨
と
考
兄
て

い
ま
ず
。

４
料
理
実
習
も
で
き
る
学
習
室
（
小
倉
公
民
館
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建

車
い
す
用
ス
ロ
ー
プ
も
設
置

旛
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
二
階
建
。
建
物
延
べ
面
積
が

約
五
芦
）
平
方
μ
。
小
倉
町
寺
内

九
一
の
巨
椋
神
社
境
内
に
、
老
朽

化
し
て
い
た
小
倉
公
民
分
館
を
廃

止
し
、
建
慰
豪
す
め
て
き
た
も

咄
咄

学んでｅん冠鄙０世島昏

の
で
す
。

一
階
に
、
百
人
収
容
の
会
議
室
、

和
室
、
事
務
室
。
二
階
に
、
学
習

唄
図
≫
や
資
料
＊
＊
Ｖ
>
O
i
＜
Ａ
!
Ｓ

ｔ
談
話
室
。
保
育
室
を
一
室
ず
つ

設
置
。
各
室
は
、
学
習
や
集
会
、

ｓ
ｓ
ｓ
飴
咄
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ

古典文学講座日程表

一
［

に
Ｉ

Ｅ

受
講
者
募
集

〈
婦
人
〉

古
典
文
学
講
座

古
典
文
学
の
学
習
夕
通
じ
て
、

女
性
の
生
童
刄
良
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
程
と
Ｉ
ｙ
Ｉ
フ
・
左
表
Ｖ
講

師
・
：
茨
木
工
業
高
校
教
諭
の
菅
野

恙
思
子
さ
ん
▼
時
間
・
・
・
い
ず
れ
も

午
喊
硲
～
正
午
！
蕩
・
・
・
宇
治

市
小
倉
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
の
婦
人
▼
官
員
・
・
4
0
人
（
応
募

一
一

一

一
一
一
ｗ

’

１
ン
、
卜
゛
京
一
｝

一
礼
ま
札
行
行
作
度
習

儀
送
中
中
調
学

ｆ
い
一
Ｊ
一
。
一
匹
匹
｀
。
匹

人
か
人
暦
暦
内
住
今

き
麹
倒
㈱
麹
窟
噛
喘

Ｅ
こ

り
い
い
い
に
い
い

心
１
２
３
４
５
６
７

茶
、
牛
花
、
料
理
実
習
な
ど
多
用

途
に
利
用
で
４
る
他
、
学
習
に
参

加
す
る
お
ほ
４
λ
た
ち
の
た
め
に

幼
児
の
保
育
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
車
い
ず
で
も
出
入
り
で

或
る
ぷ
つ
、
玄
関
前
に
ス
ロ
ー
プ

タ
設
置
。
自
動
ド
ア
や
身
障
者
ト

イ
レ
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
備
え
、

身
障
者
や
お
年
寄
Ｓ
＼
な
戸
戸
な
た

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
φ
ぶ
つ

配
慮
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
ず
。

多
数
の
場
＜
Ｄ

み
-
m
は
が
>
!
ｎ
ｐ
ａ
ｍ
３
１
１
ま

で
に
▼
保
育
・
・
・
密
目
【
2
0
人
（
２
歳

以
占
で
、
受
講
申
込
み
時
に
、

児
童
お
・
年
齢
・
性
別
忿
記
入
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
お
や
つ
代
が
い
り

ま
ず
。

◇

手
芸
教
室

絹
を
素
材
に
し
て
、
つ
ま
み
画

奎
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ａ
)
≪
)
-
O
3
ｒ
２
８
ｍ
ｌ
’
2
0
月

２
日
咄
、
招
ｕ
吻
、
1
1
月
６
日
吻
、

2
0
E
i
の
い
ず
れ
も
午
倣
…
一
時
～

正
午
！
蕩
・
：
宇
治
市
小
倉
公
民

館
ｙ
内
容
・
・
・
短
冊
の
作
品
製
作
▼

講
師
・
・
・
曇
扉
兜
家
の
中
井
八
重

子
さ
ん
▼
材
料
費
・
：
三
Ｆ
裏
目
円

▼
M
.
｡
｡
2
0
人
（
心
募
多
数
の
助

＜
-
は
抽
せ
ん
）
▼
申
込
み
…
往
復

は
が
き
で
９
月
ａ
ｕ
ま
で
に
。

◇

高
齢
者
教
室

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
２
＊
1

公
民
館
（
公
民
分
館
忿
７
）

の
利
用
万
法
の
あ
ら
Ｆ
ぼ
次
の

と
お
り
Ｐ
＾
＾
°

０
開
館
時
間
・
・
・
午
前
ａ
蒔
～
午
後

ａ
時
。
必
要
＆
め
ら
れ
た
場

合
1
0
時
ま
f
m
.
長
ｐ
ｍ
ｉ
Ｗ

▽
休
館
日
：
白
眼
Ｂ
・
侭
は
・
年

末
年
始
（
程
必
百
～
器
Ｔ

月
３
日
ま
で
）
。
必
？
辿
め
ら

れ
た
場
合
、
日
曜
Ｂ
・
召
は
も

悠
尉
き
手
。

▽
儡
Ｓ
申
込
み
・
・
悠
用
Ｒ
の
２

ヵ
J
I
I
：
ｇ
Ｒ
＾
Ｏ
ｍ
且
聖
そ
に
、

「
公
民
館
使
用
許
可
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
使
用

>
<
Ｋ
る
公
民
館
へ
提
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
小
倉
公
民

館
に
つ
い
て
は
開
館
に
伴
い
９

月
７
日
か
ら
受
付
し
ま
す
。
電

話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ξ
ｓ
用
料
…
無
料
。

マ
ａ
琲
き
沃
鋤
合
・
・
・
営
利
を

Ａ
Ｗ
>
な
.
O
i
内
容
の
活
動
、
特
定

の
宗
教
や
政
党
に
利
害
の
あ
る

活
動
、
そ
の
他
公
益
を
寄
ず
る

お
そ
れ
の
あ
る
活
動
な
ど
で
ず
。

ｏ
宇
治
市
公
民
館
…
宇
治
里
尻
七

一
の
九
心
四
卯
ｌ
ａ
４
）

ｏ
宇
治
市
木
幡
公
民
館
…
木
幡
内

畑
三
四
Ｏ
Ｖ
（
ａ
Ｒ
ｏ
ｏ
(
Ｍ
ａ
)
０
）

ｏ
宇
治
市
小
倉
公
民
館
・
・
・
小
倉
町

寺
内
九
一
（
豊
＠
４
ａ
ａ
７
）

な
お
、
小
倉
公
民
館
に
は
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
で
の

来
館
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

高齢者教室日程表

講
議
と
き
テ
ー
マ

１
９
／
3
0
附
「
開
講
式
」
・
高
齢
者
の
健
康
管
理

2
1
0
／
1
4
印
巨
椋
池
の
話

3
1
0
／
2
8
印
地
域
で
の
年
寄
り
の
役
割

4
1
1
／
1
1
印
高
齢
者
の
た
め
の
楽
し
い
体
操
I

5
1
1
／
1
7
両
社
会
見
学
（
兵
庫
県
西
脇
市
方
面
へ
）

6
1
2
／
９
俐
こ
れ
か
ら
の
宇
治
の
町

７
１
／
2
0
印
高
齢
者
の
た
め
の
楽
し
い
体
操
Ｈ

８
２
／
３
印
お
茶
の
話
・
映
画
鑑
賞
．
「
茶
道
と
宇
治
茶
」

９
２
／
1
7
印
老
人
と
福
祉

1
0
3
／
３
附
「
閉
講
式
」
・
映
画
鑑
賞

対
象
に
、
生
き
が
い
や
但
馬
握
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
Ｉ
正
午
▼

地
域
で
の
役
割
な
戸
の
テ
ー
マ
で
会
場
…
宇
治
市
小
倉
公
民
館
▼
定

学
習
し
ま
ず
。

▼
日
程
と
テ
ー
了
・
右
表
▼
講

師
・
：
目
下
交
渉
中
で
す
▼
時
間
・
・
・

員
・
・
・
5
0
人
（
呑
屋
）
ｙ
申
込
み

・
・
・
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

公
民
館
「
幼
児
家
庭
教
育
学
級
」
受
講
生
募
集
・
：
（
３
面
）

ｑ
’
ｎ
乙
０－

吉
村
収
入
役
を
選
任

市
議
会
８
月
臨
時
会
で

八
月
二
十
一
日
の
臨
時
市
議
会

の
交
誂
で
、
書
村
源
太
郎
”
λ

（
五
十
三
歳
）
が
宇
治
市
収
入
役

に
選
任
同
四
ぎ
れ
ま
し
た
。

市
M
の
闘
心
を
μ
た
吉
村
新

吉
村
新
収
入
役

収
入
役
は
、
「
今
回
、
ご
縁
が
あ

っ
て
収
入
役
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
毒
し
た
。
京
都
市
役
所
で
の

三
十
年
の
経
験
を
ま
か
し
、
重
貴

か
果
た
す
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
か
迂
べ
奔
し
た
。

◇

略
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
不
じ
年
三
月
立
命
館
大

学
卒
業
、
子
九
年
三
月
京
都
市

に
動
務
、
四
十
七
年
四
月
改
進
隣

保
館
長
、
民
牛
Ｑ
同
和
対
策
室
事

業
課
艮
、
同
和
対
策
室
次
長
、
中

央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
艮
、
五

十
五
年
四
月
か
ら
伏
見
区
助
役
を

歴
任
。
（
宇
治
市
五
ヶ
庄
一
里
塚
一

の
三
四
に
在
住
）

吉
沢
耕
作
収
入
役

７
月
3
1
日
に
退
任

２
期
８
年
の
活
躍

去
る
七
月
三
十
一
日
付
で
、
吉

沢
耕
作
収
入
役
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。ｔ

艮
収
入
役
は
、
昭
和
四
十
五

年
三
月
に
三
十
五
年
間
勤
務
>
(
Ｋ

た
京
都
回
辰
願
温
７
れ
、
つ

づ
い
て
四
月
に
学
校
法
人
平
安
女

学
院
の
法
人
事
務
局
長
の
職
に
つ

か
れ
次
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四

十
八
年
八
月
に
収
入
役
に
就
任
さ

れ
、
二
期
八
年
間
に
わ
た
り
ご
活

躍
い
た
だ
き
次
し
た
。

吉
沢
収
入
役
は
、
退
任
式
で
。
収

入
役
と
し
て
の
八
年
間
で
、
最
後

の
五
十
五
班
Ｌ
度
決
算
が
三
旭
円
近

い
黒
字
に
な
っ
た
こ
と
は
、
一
番

の
喜
び
で
Ｔ
」
ｙ
通
べ
ら
れ
ま
し

た
。長

い
問
の
ご
活
躍
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
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第

暴
走
族
は
、
質
・
量
と
も
に
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
ｙ
。

京
都
府
下
の
暴
走
族
は
、
昭
和

五
十
五
年
末
で
十
グ
ル
ー
プ
約
千

二
百
人
と
な
っ
て
い
未
了
。
そ
の

年
齢
別
構
成
は
少
年
が
金
体
の
約 暴走族　温かい指導の手を

八
子
茸
占
め
て
お
り
、
こ
の
傾

向
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
ず
。

最
近
の
暴
走
族
の
動
向
は
、
グ

ル
ー
プ
の
再
編
強
化
奎
凶
り
週
末

の
み
な
ら
ず
平
日
に
も
出
現
。
そ

し
て
、
号
両
為
の
果
て
に
死
傷

交
通
事
故
欠
匙
こ
し
た
り
、
無
差

別
に
通
行
車
両
夕
襲
撃
、
ま
た
対

立
グ
ル
ー
プ
間
の
乱
闘
事
件
夕
て

り
返
し
て
い
ま
す
。

京
都
府
下
の
暴
走
族
に
よ
る
主

な
事
件
掌
？
み
ま
す
と
、
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
タ
ク
シ
－
m
撃

し
、
運
転
手
を
負
傷
さ
せ
タ
ク
シ

ー
か
破
損
し
た
事
件
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
が
、
暴
走
行
為
に
誘
っ
た

女
性
夕
駐
軍
場
に
連
れ
込
み
強
か

ん
し
た
事
件
な
ど
、
以
前
に
も
増

し
て
悪
質
・
凶
暴
化
し
て
き
て
い

事
一
。

一
方
、
暴
走
族
に
対
す
る
取
締

り
状
況
ば
、
無
免
許
運
転
な
ど
道

路
交
通
法
関
係
で
二
千
四
件
、
窃

盗
な
ど
刑
法
関
係
で
百
五
十
七
件
、

覚
せ
い
剤
取
締
法
喜
忿
ど
特
別

法
関
係
で
八
十
九
件
、
合
計
二
千

二
百
苔
干
件
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
７
．

こ
の
よ
う
に
、
娶
｀
・
凶
暴
化

す
る
暴
走
族
は
市
民
生
活
に
大
き

な
不
安
と
採
嬰
盃
え
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

無
免
許
運
転

4
0
％
も

と
こ
ろ
で
、
京
都
府
警
察
本
部

で
は
二
輪
免
許
取
得
時
に
十
八
歳

と
十
七
歳
の
少
年
三
百
九
十
九
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ

の
中
で
「
暴
走
J
≪
＊
Ａ
＞
ｒ
N
思
い
ま

す
か
」
に
つ
い
て
は
、
か
っ
こ
い

い
が
七
・
五
り
、
迷
一
ｇ
＊
l
R
け
な

け
れ
ぱ
よ
い
が
四
六
％
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
「
今
ま
で
に
無
免
許
運
転

し
た
こ
と
が
あ
り
求
ふ
。
あ
る

握
Ｒ
警
察
に
検
挙
さ
れ
奔
し
た

か
」
で
ぼ
、
四
〇
％
が
無
免
許
運

転
＊
１
し
た
に
’
皆
え
、
そ
の
ヶ
ち
約

二
八
％
が
検
挙
'
<
Ｋ
て
い
ま
で
一
。

こ
の
こ
ｙ
ほ
、
免
許
証
が
無
い

の
に
少
年
が
単
車
か
痔
っ
て
い
る

こ
と
に
大
き
弱
国
が
あ
り
未
丁
。

こ
の
た
め
、
家
庭
。
学
校
、
職
場

で
、
少
年
の
動
向
柴
よ
く
知
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
少
年
參
と
ひ
ま

く
環
境
の
健
全
化
な
ど
、
保
護
者

夕
ほ
じ
め
お
と
な
の
責
任
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
卓
子
。

生
き
が
い
の
も
て
る

環
境
づ
く
り
を

暴
走
族
閻
題
は
そ
の
本
質
・
背

景
か
暑
え
る
と
き
、
た
だ
押
え
込

な
５
泌
に
ぼ
抜
本
的
な
解
決
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
車
社
会
に
お
い
て
、
青

少
年
を
一
人
の
社
会
人
い
″
じ
て
尊

璽
す
る
と
と
も
に
、
責
任
あ
る
運

転
行
動
が
と
れ
る
よ
ラ
積
極
的
に

交
通
教
育
か
す
す
め
る
一
方
、
青

少
年
が
生
き
が
い
夕
見
い
出
せ
る

環
境
づ
く
り
に
、
家
庭
や
学
校
そ

し
て
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
や
響
察
で
は
、
暴
走
族
を
出

さ
な
い
街
つ
く
り
を
め
ざ
し
、
市

民
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
ず
。

市
民
一
人
び
を
糸
青
少
年
の
行

国民健康保険

動
に
注
意
し
、
厳
し
い
監
督
の
目

と
温
か
い
指
導
の
手
で
正
し
い
方

向
に
優
笙
し
ょ
う
。

（
早
治
警
察
署
・

交
通
労
政
課
）

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
募
集

き
ょ
う
９
月
１
日
か
ら
受
付

市
V
W
'
ｇ
人
病
の
早
期
奢
見

八
予
防
夕
ず
す
め
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
奮
晨
に
「
半

日
人
間
ド
ッ
ク
の
蜃
診
断
料
補

助
制
度
」
か
設
け
て
い
ま
ｙ
。

こ
の
制
度
は
、
人
間
ド
″
ク
検

診
料
の
七
割
夕
禰
助
し
、
受
診
者

の
負
担
を
鄙
減
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
受
診
さ

れ
で
ほ
い
か
が
で
し
ょ
う
。

Ｖ
対
象
・
・
・
①
昭
和
5
6
年
９
月
１
日

現
在
で
、
宇
治
市
国
民
健
康
保

険
に
ひ
き
つ
づ
い
て
１
年
以
上

加
入
し
て
い
る
人
で
、
満
4
0
歳

早
点
畿
未
満
の
人
②
惚
診
日

に
入
院
吏
陛
妊
娠
し
て
い
な

い
人
。

な
お
、
昨
年
こ
の
制
度
の
補

助
奮
客
装
釘
だ
人
は
、
今
年

は
補
助
を
受
け
β
れ
ま
せ
ん
。

来
年
度
以
降
に
お
申
込
み
ぐ
だ

さ
い
。

▼
申
込
み
・
：
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
保

険
年
金
課
（
只
ｙ
１
４
１
）

へ
。

な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
と

き
や
、
差
別
的
な
こ
と
が
ら
な

ど
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
請

求
に
応
じ
β
れ
ま
せ
ん
。
郵
便

や
市
役
所
連
絡
所
を
通
じ
て
請

求
言
れ
る
ｍ
ｕ
も
、
同
じ
よ
う

に
取
扱
い
ま
ず
。

衷
だ
、
住
況
票
の
閲
覧
で
は
、

使
用
目
的
以
外
に
便
幻
な
い
旨

の
誓
約
書
が
必
要
で
す
。
。
書
き

た
だ
し
、
定
数
の
百
五
十
人

に
な
昨
に
た
い
締
め
切
り
未
了
。

な
お
、
電
話
で
の
申
込
み
も
で

き
ま
す
。

ｙ
検
珍
の
あ
ら
ま
し
・
・
・
①
成
人
病

を
中
心
と
し
た
総
合
健
康
診
断

蔵
午
前
中
４
時
間
想
得
う

外
来
（
半
日
）
人
間
ド
″
ク
で

す
。
②
検
診
は
京
都
第
一
赤
十

字
病
院
で
行
い
未
７
．
③
検
診

日
は
5
6
年
o
月
１
日
か
ら
1
1
月

3
0
日
ま
で
の
希
望
の
日
差
尿
則

と
し
ま
ず
が
、
病
院
の
都
合
に

よ
り
希
望
日
以
外
の
日
に
な
る

こ
と
も
あ
り
未
了
。

ｙ
費
用
…
検
診
料
の
７
割
夕
禰
助

（
男
Ｗ
二
万
三
千
八
百
円
、

女
子
九
万
五
千
九
百
円
）
し

車
ゐ
で
、
受
壁
貧
相
額
は

男
子
一
万
二
百
円
、
女
子
一
万

一
千
百
円
で
ｆ
ｙ
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
保
険
年
金

課
ま
で
お
問
い
〈
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ

い
。

（
保
険
年
金
課
）

写
す
こ
と
の
で
き
る
事
項
は
原

則
と
し
て
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
男
女
の
限
ｋ
ら
元
、

市
指
定
の
用
紙
登
便
用
し
て
い

た
だ
き
禾
ｙ
。
な
お
、
倖
民
票

な
ど
の
記
載
事

項
は
、
電
話
で

の
照
会
に
は
一

切
応
じ
β
れ
ま

せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
基
本
的

人
権
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

ま
で
お
問
い
合
わ
ｔ
ぐ
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
－
八
月
二
十
日
の
水
泳
を
皮
切
り
に
、

市
民
総
合
体
育
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
市

民
の
体
力
向
上
と
親
ぼ
く
を
深
め
る
た
め
開
か
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ

ひ
参
加
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

［
バ
レ
ー
ボ
ー
■
川
］

〈
社
会
人
・
家
庭
獅
人
の
部
〉

▽
と
き
・
：
９
月
2
7
日
（
社
会
人

男
・
女
）
1
0
月
４
日
（
家
庭

婦
人
）

▽
会
場
・
：
黄
槃
バ
レ
ー
コ
ー
ト

▽
参
加
料
・
・
・
Ｉ
チ
ー
ム
千
五
百

円
▽
申
込
み
・
・
・
９
月
1
6
E
ま
で

〈
少
年
・
少
女
の
部
〉

マ
期
日
…
９
月
2
0
日

▽
会
場
・
：
関
西
ヤ
マ
ザ
キ

▽
参
加
料
…
無
料

▽
申
込
み
…
９
月
拍
甘
ま
で

［
軟
式
テ
ニ
ス
］

マ
と
き
・
：
９
月
2
0
日
、
2
3
日
、

2
7
日
（
少
年
・
少
女
）
1
0
月

1
8
日
（
社
必
一
人
、
寥
篇
人
）

▽
会
場
・
・
・
黄
聚
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

マ
参
加
料
・
・
・
Ｉ
チ
ー
ム
六
百
円

（
社
会
人
、
冨
篇
人
）
少

年
・
少
女
は
無
料

▽
申
込
み
…
少
年
・
少
女
は
９

月
５
日
ま
で
。
社
会
人
、
家

庭
婦
人
は
1
0
月
５
日
ま
で
。

白
石
引
一

▽
と
き
…
1
0
月
４
日
～
2
5
m

▽
会
場
…
黄
聚
コ
ー
ト
他

マ
種
目
・
：
男
女
・
単
復

▽
参
加
料
・
：
Ｉ
チ
ー
ム
千
円

▽
申
込
み
…
９
月
1
5
日
ま
で

［
空
手
道
］

>
と
き
・
・
・
1
0
月
1
8
a

▽
会
場
・
・
・
登
り
助
育
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
料
…
１
団
体
五
千
円

▽
申
込
み
・
：
1
0
日
ぢ
日
ま
で

［
刺
■
■
■

球

］

マ
と
き
・
：
1
0
月
４
・
1
1
日
（
一

般
社
会
人
）
1
0
月
2
5
ぽ
（
少

年
・
少
女
）

＞
＜
Ｒ
場
・
：
日
産
車
体
京
都
工
場

体
育
館
他

マ
参
加
料
・
・
ｉ
人
二
百
円

▽
申
込
み
・
：
９
月
3
0
日
ま
で

［
川

ド
ミ
ン
ト
ン
］

▽
と
き
・
：
1
0
月
４
日
～
1
1
月
―

▽
会
場
・
・
・
関
西
ヤ
マ
ザ
キ
他

▽
種
目
二
般
男
子
・
女
子
。

家
庭
婦
人
、
少
年
・
少
女

広げようスポーツの輪を

市民総合体育大会

▽
参
加
料
・
・
・
男
子
Ｌ
チ
ー
ム
三

千
円
、
玄
于
Ｌ
チ
ー
ム
二
千

円
、
ダ
プ
ル
ス
ー
チ
ー
ム
千

円
、
シ
ン
グ
ル
ス
千
五
百
円
、

高
校
生
は
半
額
、
少
年
少
女

は
無
料

ワ
申
込
み
・
：
９
月
2
0
日
ま
で

月
り
引
Ｕ

▽
と
き
…
辺
月
４
日
、
1
1
日

マ
会
場
・
・
・
京
大
グ
ラ
ン
ド
他

▽
参
加
料
・
：
Ｉ
チ
ー
ム
二
千
円

▽
申
込
み
…
９
月
Ｓ
ｎ
ま
で

［
少
年
サ
ッ
カ
ー
］

マ
と
き
・
・
・
Ｗ
ｓ
日

マ
会
場
・
・
・
蒸
気
二
小
学
校

▽
参
加
料
…
無
料

マ
申
込
み
・
・
・
1
0
月
2
0
日
ま
で

［
陸
上
競
技
］

▽
と
き
…
９
以
官

マ
会
場
・
：
文
教
短
期
大
学

マ
種
目
・
・
・
小
学
生
Ｉ
種
目
、
中

学
生
５
種
目
、
高
校
・
一
般

６
種
目

▽
参
加
料
・
・
・
一
般
三
百
円
、
高

校
二
百
円
、
小
・
中
学
生
は

無
料

▽
申
込
み
…
０
月
o
日
ま
｡
ｖ
ｙ
９

［
歩
こ
う
会
］

▽
と
き
・
・
・
1
0
月
1
0
日

▽
コ
’
・
‐
ス
・
・
・
市
民
公
一
館
か
ら
炭

山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
へ

▽
参
加
料
・
・
・
無
料

▽
申
込
み
・
・
・
は
ん
ご
・
７
ｙ
い
さ

ん
衆
し
乖
ゐ
で
、
米
と
お

か
ず
を
持
っ
て
当
日
ａ
時
3
0

分
に
市
民
会
館
に
集
合

［
柔
廠
■
－
り
ｔ
一

▽
と
き
・
：
９
月
2
7
日

▽
会
場
・
：
宇
治
高
校

マ
種
目
・
：
小
・
中
学
生
は
学
年

別
、
高
校
生
以
上
は
段
別

▽
参
加
料
・
・
・
無
料

▽
申
込
み
・
：
９
月
1
5
E
ま
で

申
込
み
と

問
い
合
わ
せ
・
：

参
加
で
章
手
心
は
宇
治
市

民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い

る
人
で
す
。

参
加
ひ
希
望
の
人
は
、
決
め

ら
れ
た
ｍ
ま
Ｋ
Ｊ
に
、
宇
治
市
体

育
協
会
（
五
ヶ
庄
三
番
割
、
黄

栗
公
園
内
、
豊
⑩
１
９
０
５
）

ま
た
は
、
各
種
目
の
畢
釜
霧

局
ま
で
お
申
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

０Ｑ
Ｊ
Ｏ１

第10回

技
能
功
労
者
の
推
せ
ん

3
0
日
ま
で
受
付

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十
三

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
技
能
功
労

者
を
表
彰
し
て
い
ま
ず
。
こ
の
表

彰
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
に
就
き
、

す
ぐ
れ
た
技
能
黎
″
か
い
て
こ
ら

れ
た
人
の
功
労
裴
た
な
汽
る
と
と

も
に
、
技
術
者
の
社
会
的
・
経
済

的
地
位
や
技
術
水
準
の
向
上
昌

る
た
め
行
っ
て
い
ま
ず
。

そ
こ
で
、
九
月
三
十
日
ま
で
技

能
功
労
者
の
推
せ
ん
や
受
付
け
て

い
ま
す
。
表
彰
の
対
象
と
な
る
職

種
や
推
せ
ん
要
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
職
種
〉

大
工
、
建
築
技
術
、
左
官
、
土

木
技
術
、
建
築
手
伝
、
と
び
、
屋

根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、
造
園
、

電
気
工
事
、
鉄
工
、
溶
接
、
板
金
、

令
網
加
工
．
鋸
目
立
、
茶
缶
製
作
、

塗
装
、
看
板
、
表
具
、
扇
子
仕
立
、

建
具
、
指
物
、
家
具
製
造
、
樋
屋
、

竹
細
工
、
茶
び
つ
製
作
、
陶
工
、

石
工
、
彫
刻
、
漆
工
芸
、
写
真
、

下
絵
、
押
絵
、
美
容
、
理
容
、
調

理
、
■
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
洋
裁
、
和

裁
、
剌
し
ゅ
う
、
．
製
茶
、
パ
ン
、

菓
子
製
造
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く

製
造
、
自
動
車
Ｍ
≫
'
自
転
車
組

立
、
時
計
修
理
、
製
靴
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
各
職
種
。
そ
の
他
、
市
長
が
適

当
と
誌
め
た
職
種
。

〈
推
せ
ん
要
項
〉

①
市
内
に
引
庭
一
一
き
五
年
以
上

住
所
か
肴
す
る
人
。
②
技
能
者
と

し
て
、
市
内
の
事
業
所
に
五
年
以

上
従
事
し
、
経
験
年
数
三
十
年
以

上
で
、
十
一
月
二
十
三
日
現
在
で

市営茶室

対鳳庵
今日から開席

満
六
十
歳
以
上
の
人
。
③
孜
り
め

て
ｙ
ぐ
れ
た
技
能
敬
耳
し
、
他
の

模
範
と
認
め
身
￥
人
。
④
引
き

続
４
そ
の
職
業
に
従
事
し
、
同
一

職
業
の
指
漠
的
な
立
場
に
あ
る
人
。

⑤
小
規
模
の
事
業
所
で
従
事
し
て

い
る
人
。

こ
の
推
せ
ん
要
項
に
該
当
ず
る

人
が
あ
る
時
は
、
同
業
者
の
団
体

や
商
工
業
者
の
団
体
、
個
人
か
ら

推
せ
ん
書
を
市
璧
男
寇
労
政
課

た
ら
吹
を
立
菓

し
か
の
り
お
お

ま
日
風
と
ひ
と

い
今
涼
ほ
ぜ
茶
呪

て
が
゜
の
ヽ
お
て

匹
｀
″
四
八
ｒ
"
ｈ
：

皿

1 1
作
こ
一
一
心
四
匹

の
茶
し
め
さ
く
Ｉ

夏
営
席
始
歩
り
で

市
開
き
散
寄
子

ま
で
提
出
し
で
７
ｙ
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

市
で
は
．
市
民
の
み
な
さ
ん

の
基
本
的
人
権
を
守
る
と
と
も

に
、
人
権
の
高
揚
に
努
め
て
い

ま
ｙ
．

こ
の
ほ
ど
．
市
民
の
フ
ラ
イ

バ
シ
１
‐
を
守
る

た
め
「
倖
詞
基

本
台
帳
等
の
閲

覧
等
に
関
す
る

今
日
か
ら
取
扱
い
を
変
更

住
民
票
な
ど
の
交
付
・
閲
覧

取
扱
要
綱
」
芯
楚
。
今
日
か

ら
実
施
し
て
い
ま
ｙ
。

こ
の
た
め
、
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
請
求
さ
れ
る
と
き
に
、

使
用
目
的
や
提
出
先
か
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
使
用
目
的

な
く
そ
う
暴
走
族

厳しい監督の目と

｀Ｉ
Ｓ

－

｀

ｍ
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受講生

募集

参
加
し
ま
せ
ん
か
お
母
さ
ん

幼
児
家
庭
教
育
学
級

公
民
館
で
は
、
幼
児
か
石
っ
お
▽
時
間
ふ
一
公
民
館
と
も
午
前
九

弓
｛
刄
方
奮
鉦
に
、
子
ど
も
の
時
半
か
ら
正
午
ま
で
。

成
長
や
家
庭
教
育
の
あ
り
方
に
っ
▽
ま
？
・
各
公
民
館
ｙ
石
三
十
人
。

い
て
ｔ
'
Ｗ
＜
Ｄ
'
ｒ
＼
た
め
に
、
幼
児
家
マ
内
容
・
・
・
三
歳
児
に
焦
点
に
あ
わ

庭
教
育
學
級
を
開
き
手
］
。
せ
た
学
習
内
容
で
す
。

▽
日
程
：
九
月
十
七
Ｅ
か
ら
宇
治
。
マ
申
込
み
・
・
・
ご
希
望
の
公
民
館
へ

木
幡
、
小
倉
の
各
公
民
館
で
。
往
復
は
が
き
に
「
幼
児
家
庭
敦

Ｉらか級学同の年昨ぐ加参がんさ母おのく多

育
学
級
受
講
希
望
」

氏
名
、
住
脚
、
年
齢
、

公民館

号
を
書
い
て
、
九
月
八
日
ま
で

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
応

募
多
数
の
握
ぽ
抽
せ
ん
で
決

定
し
。
通
知
し
示
す
。

▽
保
育
・
＝
保
育
は
二
歳
以
上
、
定

員
は
二
丈
で
す
。
受
講
申
込

時
に
、
児
童
名
、
性
別
、
生
年

月
日
を
書
い
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
お
や
つ
代
と
し
て
一
回

五
十
円
い
り
ま
ず
。

日
程
と
テ
ー
マ

‐
宇
治
市
公
民
館
－

宇
治
里
尻
7
1
－
９

マ
第
ｔ
禽
・
・
・
９
狐
皆
苗
、
開
講

式
「
学
級
夕
遅
め
る
に
あ
た
っ
て
」

講
師
は
、
猪
熊
和
男
宇
治
市
公
民

館
長
マ
第
２
講
・
・
・
９
鳳
會
缶
．

テ
ー
マ
「
子
ど
も
の
成
長
と
発
達

Ｉ
」
講
師
は
宇
治
福
祉
園
長
の

か
な
創
造
性
命
身
に
つ
け
る
Ｈ
」

講
師
は
村
栄
繁
さ
ん
マ
第
ａ
講
・
：

1
1
月
５
日
田
、
テ
ー
マ
（
子
μ
ｔ
）

の
病
気
」
、
講
師
は
小
児
科
医
の
服

部
宗
五
郎
さ
ん
マ
第
７
講
・
：
1
1
月

９
日
間
、

■テ
ー
マ
「
子
育
て
に
つ

い
て
」
、
講
師
は
京
都
教
育
大
学
教

授
の
栗
田
修
さ
ん
▽
第
８
講
…
Ｈ

以
皆
吊
、
テ
ー
マ
「
子
ご
硲
の

偏
食
を
な
ぐ
す
に
昿
ト
そ
の
工
夫

－
」
、
講
師
（
交
渉
中
）
▽
第
９
講

・
・
・
1
1
以
皆
吊
、
テ
ー
マ
「
子
ど

も
を
あ
ず
げ
る
こ
と
」
、
講
師
は
公

民
館
保
育
を
考
灸
盛
の
小
坂
恵

琴
否
応
▽
第
1
0
講
・
・
・
1
1
月
2
5
H
I

困
、
テ
ー
マ
「
幼
児
を
は
ぐ
ぐ
む

家
庭
、
地
域
の
あ
り
方
」
講
師
は

私
立
宇
治
幼
稚
園
長
の
笠
鳴
教

弓
兄
▽
第
1
1
講
・
：
Ｕ
好
日
働
、

テ
ー
マ
「
記
録
づ
く
り
、
学
習
の

ま
と
め
」
、
講
師
は
公
民
館
職
員
。

ト
木
幡
公
民
館
－

木
幡
内
畑
3
4
－
７

マ
第
１
講
…
９
月
1
7
日
俐
、
開
講

式
、
「
学
m
m
め
る
に
あ
た
っ
て

て
」
、
講
師
は
竹
中
宏
木
幡
公
民
館

長
マ
第
２
講
…
９
月
2
5
貝
『
テ

ー
マ
「
幼
児
の
発
達
Ｉ
」
、
講
師
は

京
都
教
育
大
学
教
授
の
小
松
教
之

さ
ん
マ
第
ａ
講
…
1
0
月
１
日
出
、

テ
ー
マ
「
幼
児
の
然
蓬
Ｈ
」
講
師

は
小
松
教
之
さ
ん
マ
第
４
講
・
：
1
0

月
６
日
㈹
、
テ
ー
マ
「
幼
児
の
発

達
ｍ
」
、
講
師
は
京
都
教
育
大
学
助

教
授
の
矢
野
喜
夫
さ
ん
▽
第
５
講

…
1
0
月
1
3
日
固
、
テ
ー
マ
「
幼
児

の
発
達
Ⅳ
」
、
講
師
は
矢
野
喜
夫
さ

ん
マ
第
６
講
…
1
0
月
2
2
日
閑
、
テ

小
野
道
子
市
立
善
法
保
育
所
長
マ

第
７
講
・
：
1
0
月
2
6
日
㈲
、
テ
ー
マ

「
幼
児
の
遊
び
」
、
講
師
は
藤
本
隆

子
市
立
木
幡
保
育
所
長
▽
第
＆
講

・
・
・
Ｈ
月
５
日
出
、
テ
ー
マ
「
幼
児

と
情
操
」
、
講
師
は
京
都
教
育
大
学

助
教
授
梁
島
章
子
さ
ん
マ
第
９
講

・
＝
Ｈ
月
1
2
日
内
、
テ
ー
マ
「
幼
児

の
牛
活
記
録
」
、
講
師
は
藤
本
隆
子

保
育
所
長
マ
第
1
0
講
・
・
・
1
1
月
1
9
日

出
、
テ
ー
マ
「
幼
児
と
オ
ヤ
ツ
（
調

理
実
習
）
」
、
京
都
パ
ン
お
菓
子
教

室
の
荒
木
悠
男
子
さ
ん
▽
第
1
1
講

…
Ｕ
銀
百
困
、
テ
ー
マ
「
学
習

の
ま
と
め
」
講
師
は
公
民
館
職
員
。

‐
小
倉
公
民
館
‐

小
倉
町
寺
内
９
１

Ｉ
マ
「
幼
児
の
し
つ
け
」
講
師
は
▽
第
１
講
…
９
月
1
7
日
囚
、
開
講

式
、
「
学
級
か
遥
め
る
に
あ
た
っ
エ
、

講
師
は
大
西
義
親
小
倉
公
民
館
長

▽
第
２
講
…
９
月
召
吊
、
テ
ー

マ
「
幼
児
の
心
身
の
発
達
」
、
講
師

は
京
都
看
護
短
期
大
学
教
授
の
嶋

津
峯
真
さ
ん
▽
第
ａ
講
…
1
0
月
１

日
出
、
テ
ー
マ
「
幼
児
の
こ
と
ぱ

の
発
達
」
、
講
師
は
島
津
峯
真
岑
ん

＞
第
４
講
・
：
1
0
月
８
日
内
、
テ
ー

マ
「
子
ど
も
の
病
気
に
つ
い
て
」
、

講
師
は
小
児
科
医
の
服
部
宗
五
郎

>
i
H
ｔ
＞
第
1
0
講
・
・
・
1
0
月
1
5
E
出
、

テ
ー
マ
「
偏
食
を
な
ぐ
す
る
工
夫
」
、

講
師
は
小
川
寫
于
栄
養
士
t
＞
第
C
D

講
・
・
仙
月
2
0
日
附
、
テ
ー
マ
「
子

育
て
で
大
事
に
し
た
い
こ
と
」
、
講

師
は
大
阪
音
楽
大
学
助
教
授
の
大

前
哲
彦
令
守
第
７
講
・
・
・
1
0
月
2
9

日
出
、
テ
ー
マ
「
子
＆
忿
あ
ず

け
る
」
、
講
師
は
公
民
館
保
育
を
考

え
る
会
の
三
太
暢
子
淮
ん
▽
第
８

講
・
・
・
1
1
月
５
日
出
、
テ
ー
マ
「
幼

児
の
性
格
形
成
」
講
師
は
市
立
木

幡
小
学
校
教
頭
の
村
上
平
明
‘
’
λ

▽
第
９
講
・
・
・
1
1
月
秤
吊
、
テ
ー

マ
「
子
ど
も
と
遊
び
」
、
講
師
は
近

藤
安
子
市
立
伊
勢
田
幼
稚
園
長
▽

第
o
講
・
・
・
ｎ
月
1
9
E
出
、
テ
ー
マ

「
子
ど
も
奎
胃
て
る
力
」
、
講
師
は

京
都
大
学
助
教
授
の
上
杉
孝
女
さ
ん

マ
第
Ｈ
講
・
・
・
ｕ
以
習
吊
、
テ
ー

マ
「
幼
児
を
は
ぐ
く
む
家
庭
の
あ

り
方
」
。
講
師
は
私
立
宇
治
幼
稚
園

長
の
笠
嶋
教
瑞
さ
ん
▽
第
１
９
一
講

…
１
９
一
月
３
日
内
、
テ
ー
マ
「
学
習

の
ま
と
の
」
講
師
は
公
民
館
職
員
。

九
月
十
一
日
翻
、
十
二
日

出
の
二
日
間
、
木
幡
河
原
隣

保
館
で
第
六
回
解
放
文
化
祭

が
開
か
れ
ま
ず
。

こ
の
文
化
祭
は
、

題
の
解
決
牽
の

ざ
し
て
、
地
区

住
民
の
手
に
よ

り
年
に
Ｉ
回
開

か
れ
て
い
康
ｆ
。

今
回
は
、
解
放

へ
の
い
ぷ
き
が

感
じ
ら
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
づ
く
。

り
に
取
ひ
組
み
、

子
ど
も
た
ち
の

活
動
忿
中
心
と

部
落
問

・
－

一
゛｀ｌ｀ｌ

一一゛一一｀

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

４

一
｀
―
Ｓ

解放文化祭

移
動
図
書
館
（
９
月
分
）

〉

９月I1日・12日木幡河原隣保館

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

ＩＱ
Ｕ
０１

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

宇
慰
籤
協
会
で
は
、
秋
季
軟

式
テ
ニ
ス
教
室
を
開
浙
蛋
す
。

ｙ
と
き
・
・
・
９
月
1
3
日
か
ら
毎
週

日
曜
日
連
続
６
回
、
午
前
1
0
時
～

正
午
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
テ
ニ
ス
ガ

’
‐
‐
デ
ン
マ
ー
ト
ー

治
市
民
で
中
学
牛
ほ
上
▼
垣
貝
・
：

3
0
人
Ｖ
参
加
費
…
三
千
円
（
６
回

分
）
▼
申
込
み
・
・
字
治
市
体
育
協

会
（
五
ヶ
庄
三
番
割
、
窯
Ｔ
９

０
５
）
ま
１

（
社
会
教
育
課
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

宇
治
市
選
挙
管
狸
寞
石
で
は
、

昭
和
五
十
六
年
九
月
二
日
に
登
録

す
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
夕
次
の

と
お
収
行
い
ま
す
。

Ｖ
と
き
・
：
９
月
３
日
か
ら
７
日
ま

で
の
午
前
＆
時
半
か
早
後
５
時

木
幡
平
尾

山
崎

彩
ち
ゃ
ん

ま
で
（
土
・
日
曜
日
も
付
い
毒
恚

▼
と
こ
ろ
：
市
役
所
選
挙
管
理
委

員
会
露
蔦
ｖ
″
詣
百
れ
る
人
・
・
・

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
Ｔ
♀
〈
で
、

昭
和
5
6
年
９
月
１
日
現
在
、
引
き

続
い
て
住
霞
昔
夢
さ
れ
て
い
る

人
で
す
①
昭
和
3
6
年
９
月
２
日
ま

で
に
生
‘
’
石
た
人
（
満
2
0
歳
以
占

で
、
昭
和
堕
百
月
2
7
日
か
ら
昭

和
5
6
年
ａ
月
１
日
ま
で
の
間
に
転

入
届
衆
し
た
人
②
昭
和
5
5
年
1
2
月

９
日
か
ら
昭
和
5
6
年
９
月
２
日
ま

で
の
間
に
満
2
0
歳
に
な
っ
た
人

（
昭
和
3
5
年
1
2
月
９
日
か
ら
昭
和

3
6
年
９
月
２
日
ま
で
の
間
に
出
生
）

で
、
昭
和
5
6
年
６
月
１
日
ま
で
に

住
民
登
録
宝
瓦
て
い
る
人
。

選
挙
人
訊
‥
簿
に
は
、
住
所
、
氏

訊
‥
・
生
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い

乖
ゐ
で
、
間
違
い
が
な
い
か
確

か
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

5
5
す

“
“
呪

い
ご

Ｐ
)
-
て
さ
て
さ

加
ん
チ
し
″

肺
や
お
集
く

て
ち
る
募
絡

ム
や
す
を
連

ズ
あ
載
Ｉ
ご

り
の
掲
れ
へ

の
き
に
ま
課

り
好
欄
生
報

踊
楽
の
月
広

。
こ
作
。
重
一

（
選
挙
管
狸
省
谷
一
）

犬
の
引
取
り

ｖ
と
き
…
９
月
８
日
脚
▼
と
こ

ろ
・
・
竟
道
公
民
分
館
n
1
0
時
4
0
分
、

黄
″
霜
衛
隊
‐
1
0
時
5
0
分
、
木
幡

公
民
分
館
‐
1
1
時
、
小
倉
公
民
館

n
1
1
時
1
0
分
、
開
公
民
分
館
ｕ
1
1

時
2
0
分
、
日
一
椋
公
会
堂
H
1
1
時
3
0

分
（
い
ず
れ
も
午
前
）

（
保
健
衛
生
課
）

９
月
の
献
血

▼
９
月
９
日
中
・
喬
″
司
衛
隊

で
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
'
･
＼
)
i
f

後
Ｌ
時
か
ら
ａ
時
半
ま
で
▼
９
月

2
1
日
間
…
西
友
前
駐
車
場
で
午
前

1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
と
干
後
ｔ
時

か
ら
１
時
半
ま
Ｖ
ｉ
ｆ

（
保
健
爾
牟
課
）

太
極
拳
教
室

▼
と
き
・
：
９
月
1
0
日
か
侈
月

1
0
ｒ
ａ
ま
で
の
毎
凋
禾
曜
り
午
後
７

時
か
ら
９
時
▼
と
こ
う
・
・
木
幡
公

民
館
▼
対
象
…
小
学
生
以
上
で
市

内
に
在
住
の
人
お
よ
び
勤
務
し
て

い
る
人
≫
･
･
5
0
人
ｖ
参
加
費

・
・
・
三
千
円
ｖ
申
込
み
・
・
・
宇
治
幼
稚

園
（
窓
了
８
２
１
）
、
神
谷
昭
三

ポ
λ
（
四
９
？
６
８
）
、
増
井
繁

一
さ
ん
（
四
⑩
ｏ
ｔ
２
４
）
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

｀一゛゛゛゛゛゛

お
知
ら
せ

へ
｀

’
ト

’

ｙ
に

ｒ

一
一

・

’
】¨
］
¨゛

～
廠
・

Ｉ

、
廠
…
…
…

゛
・
」
゛
″

｀
一
皿
一

゛
…
…
゛
■
一
・
″
｀
’
］

Ｊ

ｙ

Ｊ
医

゛
ｙ

¨
¨
一
’

…
…
…
一
一
、
一

ｊ
Ｊ
…
…
…
。
‘
゛
話
談

．
一
一
■
～
作
・
―
■
八
‘
■
Ｉ
…
…
…
…
…
…
φ
…
…
…
…
…
…

４
■
■
Ｉ
ｒ
■
■
■
ｒ
ｊ
■
■
ｊ
■
■

き
⑤

…
…
｛｝ …

…

…
…

…

…

…

｝
…
…
…

廠

ぺ

’
ル

子
ど
も
を
む
し
ば
む
心
の
病
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｝

一
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一
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みんなの健康

登校拒否
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第 りよだ政市治宇 倒行発日１明丿眸郷順吽1

9
8

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月
分

もえないゴミ収集日程表
市役所清掃課

ノ
派
３
市
前
赤
国
ヽ
中
ノ
開
以
・
ヽ
番
３
３
除
ヽ

中
、
Ｊ
’
３
の
信
Ｉ
ヽ
ヽ
浦
正
壇
新
融
塚
華
弐
神
山
を
山

新
裏
３
語
で
京
神
内
畑
西
の
・
ヽ
里
蓮
・
天
丸
筋
ノ

ヽ
屋
口
山
毛
ま
南
天
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
ヽ
一
ヽ
神
の
ヽ
上

荒
茶
５
ノ
西
ヽ
―
ら
・
陣
北
戸
以
ノ
西
割
ヽ
３
楽
野
南
島

ｍ
一

ヽ

中
・
筋
南
ヽ
山

餉
か
廟
Ｉ
‘
’
Ｉ
瀬
皿
北
ヽ
番
田
田
妙
ヽ
以
中
ヽ
竹

ヽ
裏
道
ヽ
域
中
京
前
御
園
尾
大
ヽ
ノ
・
林
三
皆
山
ヽ
琶
鉄
ヽ
山
大

田
西
府
尻
全
ヽ
南
銀
の
御
桧
一
驚
東
’
川
梅
■
。
日
ヽ
番
琵
国
谷
寺
・

ノ
の
の
ノ
の
尻
ら
京
丿
北
一
一
畑
端
ノ
古
ヽ
ニ
ヽ
振
壱
ヽ
ヽ
Ｉ
宮
ヽ
ロ

中
筋
で
井
東
井
か
ヽ
浦
以
田
畠
内
南
芝
ヽ
林
・
本
又
ヽ
居
森
部
ヽ
ノ

ヽ
道
ま
ヽ
以
ヽ
前
３
池
西
山
北
３
ヽ
ヽ
の
田
大
一
岡
ヽ
字
下
若
一
一
３
山

Ｊ
Ｓ

南
ヽ
・
ノ

田
３
国
切
一
一
林
銀
棟
堀
の
勣
皿
畑
・
中
中
山
東
西
ヽ
ヽ
ヽ
３
５
内
文
ヽ
ヽ
域
神
域
尖
棟
ヽ
・
棟

蔭
山
、
踏

″
一
一
’
若
京
j
4
3
南
北
田
ヽ
ヽ
原
東
西
南
以
ヽ
添
角
村
舎
域
東
宇
山
落
全
野
全
ヽ
2
0
山
３
内
3
2

ヽ
南
田
鉄
ヽ
く
ヽ
、
浦
I
ヽ
以
新
山
山
草
・
一
Ｉ
鉄
前
野
福
上
宿
全
ヽ
ヽ
東
矢
く
ヽ
５
く
開
〃
里
臭
ノ
ゝ

面
ヽ
成
近
椋
除
谷
際
西
田
3
3
池
筋
の
蔭
蔵
金
中
島
畑
国
谷
ヽ
ヽ
３
ヽ
大
く
方
濯
ヽ
ヽ
除
谷
・
除
大
１
一
屋
山
2
1

浮
ロ
３
新
ら
且
を
３
大
山
の
砂
ぐ
堀
道
５
東
ヽ
御
・
正
北
山
ヽ
ｊ
ヽ
道
坂
東
島
京
除
乙
ｊ
・
法
坂
を
大

ｆ

を
ヽ
ぐ
ヽ
茶
ヽ
く

３
ヽ
卜
筋
ヽ
か
ヽ
３
島
筋
ヽ
ヽ
南
ヽ
宅
ヽ
市
田
３
以
内
ヽ
揃
の
Ｉ
、
南
Ｉ
谷
路
島
界
折
ノ
３
木
ヽ
を
３
、
ノ
ヽ
ヽ
善
米
Ｉ
Ｉ
筋
３
・
３
尾
筋
尾
宅
谷
・
山
宅

域
木
ウ
道
田
前
原
白
田
道
山
浦
以
田
住
池
の
遊
域
鉄
ノ
尾
花
東
。
域
原
ヽ
中
岡
小
雀
寺
ヽ
芝
町
八
内
町
域
域
本
尻
ヽ
ヽ
域
域
道
域
塚
域
液
道
根
住
生
臭
ノ
ー
住

注
％
Ｊ
ぽ
治
堕
蝿
嘆
丿
一
窟
洪
丿
機
編
丿
一
湿
釘
認
ぽ
‰
注
淀
詔
ま
深
雀
謐
姦
１
詣
四

町
町
町
町
町
治
町
町
町
町
町
保
町
町
町
町
治
幡
蔵
幡
庄
幡
庄
道
庄
道
町
川
治
治
川
町
町
明
治
台
町
町
町
保
町
町
保

晶
″
″
ゑ
錨
ａ
歎
合
ふ
【
ｌ
ｓ
ヶ
ヶ
ヶ
Ｉ
嘉
―
愚
野
″
心

安
伊
開
広
大
宇
小
羽
伊
小
伊
西
小
鵬
槙
小
宇
木
六
木
五
木
五
菟
五
菟
明
志
宇
宇
白
南
羽
神
宇
琵
広
開
広
西
広
大
西

1
7
1
8
2
1
2
2
2
3
c
3
i
2
5
2
6
2
8
2
9
3
0
い
に

１
１

凶
２
３
４
７
．
８
９
1
0
1
1
1
2
1
4
1
5
1
6

し尿収集日程表 城南衛生管理組合

｀
″
｀

以
中
ご
‘
回

｀
一
に
一
］
一
、
Ｊ

町
寺
勅
田
前

ａ
ｔ
赳
一
Ｅ
％

」
三
難

一
窯
印

・
・
ヽ
華
西
権
ぐ
白
上
東

Ｓ
.
m
i
言
薔
議

衣
影
’
一
’
哺
岫
舒
｀
・

宇
｀
大
山
町
゜
匍
宇
山
藪
出

１
茫
Ｊ
憑
一
警
賢
、

ギ
遜
総
記

丿
丙
団
部
通
ヽ
一
弐
壱
東
勅
ぐ

琴
巡
鶏
鶏
加
宏
判

≒
斌
３
・

｀
％
１
鸞

白
劈
蝕
一
醤
畿
詰
器
岫

2
4
2
5
2
6
2
8
2
9
3
0
Ｅ
２

２
３
Ｍ
5
7
8
9
1
0
1
1

ゴミ減量に
ご協力ください

｀
郡
。

瓶
飢
’
ｔ
ｙ
ハ
Ｅ

配
‥
一

゛

ゴ
ー
″

八

９
「
Ｊ
潤

子
部
・
内
伏
東

原
作
”
・
Ｊ
謬

世
談
疏
煕

熱
ぬ
Ｉ

態
態
首

皿
節
一
浪
Ｈ
諾
憲

吸
屈
ｈ
Ｆ
啖
Ｈ
劃
恥
繋
蛾
‘
。
ｉ

噫
南
中
中
大
中
羽
蛇
北
戸
東
南
南
南
山
石
老
東

↑
寺
南

■
１
．
゛
一
“
2
4
2
5
2
6
ｓ
2
9
゛
一
゛
１
２

１
2
3
4
5
7
8
9
ｃ
1
1
1
1
4
1
6
1
7
1
8
1
9
2
1

ｎ
乙
Ｑ
ｕ
Ｏ―

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

相談ごあんない

社会福祉協議会の相談

無料法律相談
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